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概要(ABSTRACT)

PLA 92-4のビームテスト案で述べたように、、DTLのビームテストの時

には、RFQビームの特性が同時に測定されていなければならない。従っ

て、RFQテストビームラインはMEET   (RFQとDTLの間のビームライ

ン）と共存出来る形で作る事が必要である。最も簡単なピームラインを
岬風 設計したので、ハード的にも実現可能かどうかを今後検討していきたい〈
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RFQビームラインの試案
921007加藤隆夫

PLA 92-4のビームテスト案で述べたように、、DTLのピームテストの時には、
RFQビームの特'性が同時に測定きれていなければならない。従って、RFQテストピー
ムラインはMEET   (RFQとDTLの間のビームライン）と共存出来る形で作る事が必要
である。最も簡単なビームラインを設計したので、ハード的にも実現可能かどうかを今
後検討していきたい。
図ｌにビームラインの概I略を示す。ここで、モニターに使用できるのは、LD２の15

cm、LD５の25 cm，LD６の20 cm,最後のビームストッパー部分の四箇所である。RFQの
みのテストでは、ビームの直進部にもストッパーを兼ねてモニターが入れられる。
図２にMAGICで計算したβ関数を示す。Table 1にビームラインのパラメーターを

示す。
御凧

PLA-91-2に提案したラインに比べて、 0D1とその次の四極磁石の間隔を5 cm長く
Bend magnetを入れる為である。して、20 cmとした。
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1.47ｿm, 40 degrees
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p=0.1789 (radius), B=1.47ｿｍ
Bp = 0.2505,

Max・beam radius

柳風

この付近のビーム半径は6.3 mm程度あるが、
縦方向の磁石ギャップは25 mmとする。

今後の最適化に期待して、

6.5x3.5 mmのホロコン２層巻とする。岬、

N=80が電流密度から適当である。但し、パルス磁石になる。冷却水は少し減る。
パルスで1.4Tが簡単にHi来るのかどうかは未検討。
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258 19．０ 2530 1５．２ 3.6
348 1４．０ 3390 9.7 2０５ 4.8
464 1０．５ 4５２１ ９．７ 2７．３ 6.5
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